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株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）は、一般財団法人和歌山社会経済研究所、きのくに信用金庫、

および和歌山県農業協同組合と「わかやま移住大相談会２０２６」を共催しましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

当日は、県内市町村等参加のもと、和歌山県への移住を検討されている方や、都市部と和歌山県での

二地域居住を検討されている方などを対象に相談会を開催し、多くの方々にご参加いただきました。 

紀陽銀行は、今後も地方公共団体などの関係各機関と連携し、地域活性化および地域経済の持続的な

発展に貢献してまいります。 

記 

【開催概要】 

開 催 日 時 ２０２６年８月１５日（土）１１：００～１６：００ 

開 催 場 所 和歌山県ＪＡビル ２階和ホール（和歌山市美園町５丁目１番地の１） 

相 談 者 数 ５７組８４名（ブース相談者数延べ１９９組２９４名） 

相談ブース 

 和歌山県内１８市町村 
（和歌山市、紀の川市、かつらぎ町、高野町、橋本市、海南市、紀美野町、湯浅町、 
広川町、由良町、美浜町、御坊市、日高川町、田辺市、串本町、那智勝浦町、 
新宮市、北山村） 

 支援機関１１団体 
（当行、日本政策金融公庫、和歌山県林業振興課、和歌山県農林大学校就農支援 
センター、わかやま地域おこし協力隊ネットワーク ほか） 

主 催 

 紀陽銀行、きのくに信用金庫、和歌山県農業協同組合 
 一般財団法人和歌山社会経済研究所 
（わかやま移住定住支援センター運営事業者 委託者：和歌山県地域振興課） 

協   力 株式会社ＮＡＮＫＡＩ和歌山事務所 

＜当日の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

以 上 

一般財団法人和歌山社会経済研究所、きのくに信用金庫、和歌山県農業協同組合と

「わかやま移住大相談会２０２６」を共催しました 

 

本取り組みは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のゴール１１「住み続けられるまちづくりを」、

ゴール１７「パートナーシップで目標を達成しよう」につながる取り組みです。 


